




要約:未熱児出生の最大の原因である preterm PROM は、周産期領域で最も重要な疾患の一

つである。最近その発生機序が徐々に解明されつつあり、卵膜を中心にした病的炎症反応

と捉えられるようになってきた。それを誘導するものとして炎症性ザイトカインが注目さ

れている。今回 preterm PROM 発症後の羊水、臍帯血中のインターロイキン-8 (IL-8)、顆

粒球エラスターゼを測定したところ、発症後羊水中 IL-8 は急上昇した。臍帯血中 1L-8 ・

顆粒球エラスターゼが高値例ほど新生児肺炎、敗血症の頻度が高かった。PROM 発症後の

羊水、臍帯血への高サイトカイン状態を抑制するために抗サイトカイン剤である尿中トリ

プシンインヒピター腟坐薬にて preterm PROM を管理した。その結果 preterm PROM 発症後

平均 3 週間の妊娠の維持が可能であった。preterm PROM の管理には従来法に加えて抗サ

イトカイン療法の併用が有用であると考えられた。


